
第１回納内のまちの将来を話し合う集い 

平成 27 年 11月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 納内地域は高齢化と人口の減少が進んでいますが、地域の様々な資源を活かして元気に暮らし続け 

られるまちを目指して、平成２８年３月末までに「納内の地域づくりビジョン」を策定するにあたり、今後 

５年間でどのような取り組みに力を入れて行くべきか、色々な立場や世代の人達１３０人が、納内コミュ 

ニティセンターで、４つのテーマに分かれて話し合いを行いました。 

深川在住で札幌ピアニストソサエティの真保 響さん、札幌交響楽団トロンボーン主席奏者の山下 

友輔さんによる「クリスマスソング」などの演奏と拓殖大学北海道短期大学の小西修一教授による 

サトウハチローなどの詩や絵本の朗読が披露されました。 


